
千
二
小
・
二
十
七
回
生

日
清
食
品
ホ

i
ル
デ
イ
ン
ダ
ス
常
勤
顧
問

カ
ッ
プ
ヌ
l
ド
ル
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
館
長

筒
井
之
隆
氏
の
紹
介

次
兄
正
隆
氏

編

集

千
里
山
で
筒
井
家
と

言
え
ば
皆
さ
ん
ピ
!

ン
と
こ
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。
作
家
に
し
て
俳

優
の
康
隆
氏
を
筆
頭

に
、
男
4
人
兄
弟
で
、

今
回
登
場
願
う
の
は
、

4
番
目
つ
ま
り
末
弟

の

之

隆

氏

で

す

。

氏
は
冒
頭
に
掲
げ
ま

し
た
よ
う
に
、
昭
和
三

十

一
年
卒

・
二
十
七
回

生
で
す
。

一
千
二
小

2
2
回
生
ー
=
ー
茨
木
高
校

ー
大
阪
大
学

中
学

・
高
校
で
は
テ
ニ
ス
部
に
所
属

昭
和
6
2
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
。

次
々
兄
俊
隆
氏
一
千
二
小

2
3
回
生
|
一
中

l
春
日
丘
高
校

ー
大
阪
大
学

昭
和
3

6
年
2
月
に
S

F
マ
ガ
ジ
ン
に

『
消
去
』
と
い
う
作
品
を
載
せ
る
。

そ
の
後
、
雑
誌
「
宝
石
」
に
、
『
相
撲
喪
失
』

を
発
表
。

電
通
常
務
を
さ
れ
、

現
在
芦
屋
市
在
住
。

ご
本
人
之
隆
氏
一
千
二
小

2
7
回

生

|
一
中
|
桃
山
学
院
高

校
ー
同
志
社
大
学
|
読
売
新
聞
社
入
社
|

日
清
食
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長

i
宣
伝
部

長
|
常
務
取
締
役
|
常
勤
顧
問
l
現
館
長

カ
ッ
プ
ヌ

l
ド
ル
C

M
「
ハ
ン
グ
リ
ー
」
で

日
本
企
業
唯

一
の
カ
ン
ヌ
国
際
広
告
映
画

祭
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
。

趣
味
は
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
で
テ
ナ

l
サ
ッ
ク

ス
を
吹
か
れ
て
い
る
。

部

之
隆
氏
の
紹
介
に
入
る
前
に
、

た
だ
き
ま
す
。

理
由
は
、
長
兄
で
あ
る
康
隆
氏
以
外
は
全
員
千
二
小
l
一
中

で
す
か
ら
、
千
里
山
会

・
会
員
の
中
に
は
大
勢
の
同
級
生
が
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
当
時
の
ご
自
宅
近
所
に
お
住
ま
い

だ
っ
た
方
も
結
構
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

筒
井
家
の
紹
介
を
さ
せ
て
い

お
父
さ
ん

一
筒
井
嘉
隆
氏
草
分
け
期
の
日
本
の
動
物
生
態

学
者
で
、
大
阪
市
立
自
然
科
学
博
物
館
(
現
自

然
市
博
物
館
)
の
初
代
館
長
。
昭
和
1
9
年
に

千
里
山
に
疎
開
さ
れ
る
ま
で
は
、
大
阪
市
北
堀

江
に
お
住
ま
い
で
あ
っ
た
。

千
二
小
P
T
A
会
長
も
さ
れ
た
。
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長
兄
康
隆
氏
一
あ
ま
り
に
も
有
名
で
紹
介
の
必
要
が
な
い
よ
う

に
も
思
い
ま
す
が
、

一
応
記
し
ま
す
。

昭
和
9
年
生
ま
れ
。
南
田
辺
国
民
学
校
入
学
。

昭
和
1
9
年
よ
り
千
二
小
に
移
る
も
、
大
阪
市

立
中
大
江
小
に
転
校
。
理
由
は
あ
ま
り
に
も
有

名
な
の
で
省
略
。
大
阪
市
立
東
中
堂

i
春
日
丘

高
校
|
同
志
社
大
学
今
日
に
至
る
。

家
族
で
の
執
筆
活
動

長
兄
康
隆
氏
は
、
昭
和
3

4
年
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
S
F

マ
ガ
ジ
ン
』
に
衝
撃
を
受
け
、
翌
年
、
ボ
ー
ナ
ス
を
次
ぎ
込
ん

で
S

F
同
人
誌
『
N
U
L
L
』
を
創
刊
。
同
人
と
は
、
お
父
さ

ん
と
4
人
の
兄
弟
で
あ
り
、
康
隆
氏
、
正
隆
氏
、
俊
隆
氏
が

S

F
短
編
を
、
父
嘉
隆
氏
が
家
族
の
紹
介
文
を
、
之
隆
氏
が
カ
ッ

ト
を
担
当
。

同
人
誌
を
出
し
た
の
は
当
時
、

S

F
小
説
が
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
な
新
人
賞
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
「
筒
井

一
家
」
紹
介
記
事
が
た
び
た
び
新
聞

に
掲
載
、
ま
た
毎
日
放
送
の

T
V
番
組
に
家
族
総
出
で
出
演
も

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
N
U
L
L
』
創
刊
号
は
江
戸
川
乱
歩

の
目
に
留
り
、
康
隆
氏
だ
け
で
な
く
、
他
の
お
兄
さ
ん
の
作
品

や
お
父
さ
ん
の
紹
介
文
も
雑
誌

『
宝
石
』
に
転
載
。
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蛇
足

*
康
隆
氏
の
作
品
に
小
説
『
筒
井
順
慶
』
が
あ
り
、
戦
国
武

将
筒
井
順
慶
の
子
孫
で
あ
る
と
の
設
定
で
書
か
れ
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
伝
承
は
な
い
そ

う
で
す
。
た
だ
、
筒
井
家
は
奈
良
大
和
郡
山
出
の

一
族
で



* 
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

衆
議
院
議
員

・
筒
井
信
隆
氏
、
俳
優

・
筒
井
道
隆
氏
と
は

名
前
が
似
て
い
る
が
、
姻
戚
関
係
は
全
く
な
い
そ
う
で
す
。

筒
井
之
隆
氏
を
職
場
に
訪
問

筒
井
之
隆
氏
の
お
名
前
は
2
0

0
7
年
版
の
千
里
山
会
名

簿
に
は
載
っ
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
は
世
田
谷
区
弦
巻
で
す
が
、

総
会
に
出
席
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
は
ず
で
、
私
(
萩
原
)
は
全

く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
も
ま
た
千
里
山
在
住
の
西
田
悠
紀
夫
氏
が
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
と
き
?
つ
の
は
、
西
田
氏
か
ら
、
今
ま
で
ど

れ
ほ
ど
多
く
の
首
都
圏
在
住
の
千
二
小
卒
の
方
を
、
紹
介
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
の
第
十
八
回
千
里
山
会

・
総
会
の
後
、
二
十
七
回
生
の

高
見
、
林
、
城
戸
(
旧
姓
吉
田
)
さ
ん
に
私
の
四
人
が
、
氏
が

勤
め
る
『
カ
ッ
プ
ヌ

l
ド
ル

・
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
』
に
向
い
ま
し

た
。
西
田
氏
か
ら
聞
い
た
携
帯
電
話
番
号
で
、
既
に
筒
井
氏
と

は
ア
ポ
を
取
っ
て
あ
り
ま
す
。

し
か
も
大
き
な
お
兄
ち

お
名
前
は
知
っ
て
い
ま

確
か
、
体
も
大
き
く
、
運
動
万
能
、

ゃ
ん
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
の
イ
メ
ー
ジ
で
、

し
た
が
。

そ
し
て
館
内
の
案
内
は
も
と
よ
り
、

楽
し
い

一
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

懐
か
し
い
話
も
交
え
、

林裕三 筒井之隆

三判、 高見信雄 荻原直大城戸(吉田)

正
式
名
称
「
安
藤
百
福
発
明
記
念
館
」
は
、
横
浜
の
み
な
と

み
ら
い
に
あ
り
、
目
の
前
に
海
が
広
が
り
、
並
び
に
は
パ
シ
フ

イ
コ
横
浜
、
ヨ
コ
ハ
マ
グ
ラ
ン
ド

・
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
・
ホ
テ
ル
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

我
々
四
人
は
桜
木
町
駅
を
降
り
、
夕
暮
れ
迫
る
中
、
横
浜
ラ

ン
ド
マ

l
ク
タ
ワ
ー
を
左
に
、
手
前
に
三
本
マ
ス
ト
の
美
し
い

帆
船
日
本
丸
を
見
て
、
運
河
を
横
切
る
汽
車
道
を
進
み
ま
し
た
。

そ
の
先
に
は
よ
こ
は
ま
コ
ス
モ
ワ
ー
ル
ド
の
観
覧
車
が
眺
め

ら
れ
ま
す
。
い
や
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
場
所
で
お
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
と
は

・
.
.
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ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
に
着
く
と
、

一
般
客
の
入
館
時
間
で
あ
る

1
7
時
は
既
に
過
ぎ
て
い
た
が
、
閉
館
は
1
8
時
な
の
で
、
ま

だ
お
客
さ
ん
は
結
構
、
お
ら
れ
ま
し
た
。
我
々
の
来
館
を
伝
え
、

5
階
の
オ
フ
ィ
ス
に
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
の
横
浜
港
の
眺
め
が
ま
た
最
高
な
の
で
す
。
そ
し

て
直
ぐ
に
氏
が
現
れ
ま
し
た
。
私
自
身
は
小
学
校
卒
業
以
来
の

再
開
で
す
か
ら
、
昭
和
3
1
年
以
来
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

他
の
方
は
と
も
か
く
、
私
は
1
年
か
ら
6
年
ま
で
、

一
度
も
閉

じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

一
緒
に
遊
ん
だ
記
憶

は
あ
り
ま
せ
ん
。

筒
井
氏
の
話
よ
り

ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
設
立
目
的

1
5
年
前
、
大
阪

・
池
田
市
の
日
清
食
品
創
業
者

・
安
藤
百

福
の
自
宅
が
あ
っ
た
場
所
に
、

「イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
発

明
記
念
館
」
が
造
ら
れ
た
。

年
間
6
0
万
人
を
超
え
る
来
館
者
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
関
西
の
方
な
の
で
、
東
日
本
の
方
々
に
も
創
業
者
が
抱
き

続
け
た
想
い
、
彼
の
功
績
を
伝
え
た
い
、

更
に
海
外
の
方
に
も
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
が
日
本
発

祥
の
も
の
で
あ
る
と
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
そ
う
い
っ
た

こ
と
か
ら
「
関
東
に
も
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
を
造
ろ
う
!
」
と
な
っ

た
。 * 
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本

ミ

ュ

l
ジ
ア
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト

安
藤
百
福
は
早
く
に
両
親
を
亡
く
し
苦
労
を
重
ね
、
独
立
独

歩
で
大
き
く
な
っ
た
人
で

「人
聞
は
食
べ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
食
べ
物
が
足
り

な
い
と
世
の
中
が
乱
れ
て
平
和
に
な
ら
な
い
」
と
の
想
い
を
持

ち
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
発
明
し
た
。

そ
の
自
分
の
体
験
か
ら
「
発
明

・
発
見
は
、

お
金
や
大
勢
の



人
、
立
派
な
施
設
が
な
く
て
も
自
分
の
頭
の
中
に
あ
る
発
想
で

実
現
で
き
る
」
と
い
う
「
ク
リ
エ
イ
テ
イ
ブ
・
シ
ン
キ
ン
グ

(創

造
的
思
考
ご
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い
る
。

*
な
ぜ
記
者
で
あ
っ
た
筒
井
氏
が
館
長
?

氏
は
読
売
新
聞
社
の
記
者
時
代
、
安
藤
百
福
氏
を
ず
っ
と
取

材
し
、
百
福
氏
か
ら
も
全
面
的
信
頼
を
受
け
、

4
1
歳
の
時
に

日
清
食
品
に
転
職
。

百
福
氏
が
0
7
年
に
亡
く
な
る
ま
で
2
2
年
問
、
側
近
と
し

て
仕
え
た
。
1
1
年
9
月
に
こ
の
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
が
オ
ー
プ
ン

し
た
時
、
百
福
氏
を

一
番
知
る
人
は
、
筒
井
氏
で
あ
っ
た
こ
と

が
館
長
就
任
の
理
由
。

*

ミ

ュ

l
ジ
ア
ム
の
説
明

オ
ー
プ
ン
し
て
3
年、

3
0
0
万
人
を
超
え
る
来
館
者
数
を

記
録
。
高
校
生
以
下
は
入
館
料
が
無
料
で
、
リ
ピ
ー
タ

l
が
多

い
。
こ
の
施
設
の
特
徴
は
三
世
代
で
遊
び
に
来
ら
れ
て
い
る
家

族
が
多
い
こ
と
。

館
長
自
ら
の
案
内
で
、

2
F
1
4
F
を
案
内
し
て
頂
い
た
。

3
千
点
を
超
え
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

が
展
示
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
れ
ば
、
自
分
だ
け
の
カ

ツ

仲
間
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

2
4
回
生
奥
田
さ
ん
か
ら

昭
和
3
0
年
代
、
千
里
山
で
は
、
毎
晩
「
夜
泣
き
そ
ば
屋
」

が
チ
ャ
ル
メ
ラ
を
吹
き
な
が
ら
流
し
て
い
て
、
た
ま
に
夜
食
に

買
っ
て
貰
っ
て
い
ま
し
た
。

小
生
が
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
を
初
め
て
食
べ
た
の
は
、
受
験
勉

強
に
取
り
組
ん
で
い
た
時
、
安
藤
百
福
氏
が
発
明
し
て
売
り
出

さ
れ
た
昭
和
3
3
年
だ
っ
た
と
、
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。

ど
ん
ぶ
り
に
袋
の
中
身
を
空
け
、
葱
を
刻
ん
で
散
ら
し
、
熱

湯
を
注
い
で
蓋
を
す
れ
ば
、
す
ぐ
食
べ
ら
れ
、
チ
キ
ン
味
の
ス

ー
プ
を
と
て
も
美
味
し
く
感
じ
ま
し
た
。

た
ま
に
生
卵
を
落
と
せ
ば
、
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

小
生
は
い
わ
ゆ
る
有
名
ラ
ー
メ
ン
に
は
、
興
味
が
な
く
、
(
息

子
は
車
で
遠
く
ま
で
、
食
べ
に
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
)
、

チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
は
我
が
家
の
常
備
薬
に
な
っ
て
い
ま
す
。
袋

も
味
も
昔
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
し
、
麺
の
真
ん
中
に
卵

を
落
と
す
た
め
の
、
窪
み
が
出
来
た
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
?

安
藤
百
福
氏
は
千
里
山
と
も
ご
縁
が
あ
る
よ
う
で
、
恐
ら
く

池
田
市
に
移
ら
れ
る
前
に
、
藤
田
田
氏
の
近
く
に
住
ん
で
お
ら

プ
ヌ
!
ド
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

「
マ
イ
カ
ッ
プ
ヌ

i
ド
ル

フ
ァ
ク
ト
リ
l
」
が
あ
り
、
「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ

l
」
で
は
、
実
際
に
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
造
り
が
体
験
で
き
る
。

ま
た
、
世
界
中
の
麺
が
食
べ
ら
れ
る
フ

l
ド
コ
!
ト
コ
ー
ナ

ー
も
あ
っ
た
。

*
筒
井
館
長
お
気
に
入
り
の
展
望

み
な
と
み
ら
い
の
中
で
、
氏
が

一
番
好
き
な
場
所
は
こ
の
ミ

ュ
l
ジ
ア
ム
の

5
F
オ
フ
ィ
ス
の
窓
か
ら
見
え
る
タ
グ
ボ
ー

ト
の
発
着
所
。

タ
グ
ボ
ー
ト
が
何
般
か
係
留
さ
れ
て
い
る
が
、
氏
は
そ
の

一

般

一
般
に
名
前
を
付
け
て
い
る
。
太
郎
、
次
郎
、
花
子
っ
て
。

「
い
や

i
可
愛
い
し
よ
く
働
く
。
あ
ん
な
に
小
さ
い
の
に
大

き
な
客
船
や
貨
物
船
を

一
生
懸
命
引
っ
張
っ
て
い
る
。
仕
事
を

終
え
た
ら
ま
た
こ
こ
へ
戻
っ
て
き
て
、
モ
ー
タ
ー
を
逆
回
転
さ

せ
な
が
ら
船
尾
か
ら
接
岸
。
そ
れ
を
見
て
い
る
と
飽
き
な
い
」

と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
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確
か
に
我
々
の
目
に
も
、
遠
方
に
豪
華
客
船
が
接
岸
し
、
眼

下
に
は
タ
グ
ボ
ー
ト
が
数
般
休
ん
で
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。

れ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

小
生
は
不
覚
に
も
横
浜
ラ
ー
メ
ン
博
物
館
が
二
つ
あ
る
こ

と
を
知
ら
ず
、
新
横
浜
に
あ
る
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
。

手
軽
な
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
と
有
名
な
ラ
ー
メ
ン
は

全
く
コ
ン
セ
プ
ト
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
隆
盛
を
極
め
て
い
る

の
に
全
く
迂
閥
で
し
た
。

新
横
浜
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
行
く
積
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
み
な

と
み
ら
い
な
ら
、
年
に
何
回
か
行
く
の
で
、
次
は
必
ず
拝
見

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

影
の
声
一
「
無
理
、
ム
リ
、
む
り
」
そ
ん
な
に
簡
単
に
は
入

れ
ま
せ
ん
。

1
1
2
時
間
、
待
つ
気
な
れ
ば
別
で
す
が
?
?
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宮
林
さ
ん
(
旧
姓
村
田

2
7
回
生
)
か
ら

千
里
山
の
赤
壁
薬
局
か
ら
上
が
っ
て
2
軒
目
、
に
住
ん
で
い

た
村
田
で
す
。
明
石
和
子
さ
ん
と
之
隆
さ
ん
の
お
誕
生
会
に
お

呼
ば
れ
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

私
は
東
京
へ
来
て
4
5
3
6
年
に
な
り
ま
す
が、

文
そ
の
内

同
期
会
で
で
も
お
目
に
か
か
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。



筒
井
之
隆
君
の
思
い
出二

十
七
回
生

林

裕

私
が
山
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
中
学

一
年

の

時

彼

と
閉
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
多

分

入

学

し

て
そ
ん
な
に
経
っ
て
い
な
い
と
き
、
彼
の
お
父
さ
ん
が
館
長
を

さ
れ
て
い
た
大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館
主
催
の
滋
賀
の
比
良
山

へ
の
一
泊
二
日
の
山
行
に
誘
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
割
に

大
き
な
山
小
屋
に
泊
ま
っ
た
翌
朝
早
く
起
き
て
歩
き
出
す
の

で
あ
る
。
鳥
の
鳴
き
声
が
す
る
と
「
あ
れ
は
何
々
鳥
だ
」
と
係

員
の
お
兄
さ
ん
が
教
え
て
頂
い
た
り
珍
し
い
植
物
が
あ
る
と

同
様
に
名
前
を
教
え
て
頂
い
た
。
今
で
も
山
で
朝
歩
き
出
す
時
、

あ
の
時
の
朝
の
青
々
し
た
木
々
の
道
を
鳥
の
鳴
き
声
を
思
い

出
す
。

植
物
と
言
え
ば
、
湿
原
地
八
雲
ケ
原
の
「
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
」

だ
。
食
虫
植
物
と
言
う
説
明
に
も
中
学

一
年
生
に
と
っ
て
は
興

味
が
あ
っ
た
。
今
ほ
ど
厳
し
く
言
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
こ
こ
だ

け
の
話

二
人
で
家
へ
持
っ
て
帰

っ
て
一
年
は
育
て
て

い
た

と
思
う
。
(
思
い
出
の
比
良
山
特
に
八
雲
ケ
原
に
再
訪
し
た
く

な
り
ゴ
制
組
制
家
内
を
連
れ
て
行
っ
た
が
八
雲
ケ
原
は
見

る
影
も
な
く
荒
れ
湿
原
が
殆
ど
な
く
な
っ
て
い
た
。
ネ
ッ
ト
で

見
る
と
回
復
活
動
し
て
お
ら
れ
る
人
が
い
る
と
か
)

余
話

ク
イ
ズ

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

次
の
質
問
の
答
え
は
こ
の
項
の
最
後
に
あ
り
ま
す
。

① 

日
清
食
品
ホ

l
ル
デ
イ
ン
ダ
ス
は
即
席
麺
世
界
で
何
位
で

し
ょ
λ

ノ
?

ァ
.

1
位

イ

.

2
位

ウ

.
3
位

さ
て
ア

i
ウ
ど
れ
で
し
ょ
う
?

② 

即
席
麺
の
年
間
世
界
需
要
は

ア
.
1
0
億

食

イ

.
1
0
0
億

食

ウ

.
1
0
0

0
億

食

を

超

え
た
。
さ
て
ア

1
ロ
ど
れ
で
し
ょ
う
?

③ 

カ
ッ
プ
ヌ

l
ド
ル
は
既
に
世
界

0
0か
国
で
販
売

ア
.
6
0
か

国

イ

.

8
0
か

国

ワ

.
1
0
0
か

国

さ

て

ア

1
ウ
ど
れ
で
し
ょ
う
?

④ 

次
の
麺
は
ど
こ
の
国
?

ア
.
フ
オ

l

イ

.

パ

ス

タ

ウ

.

ラ

ク

サ

ェ
.
ミ

l
ゴ

レ

ン

オ

.

パ

l
ミ
ン
ナ
ム

ヵ
.
メ
ン
ミ
ヨ
ン
キ
.
ラ
グ
マ
ン
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ご
両
親
も
背
が
高
か
っ
た
か
ら
か
彼
も
背
が
高
く
ス
ポ

ー
ツ
万
能
で
か
っ
こ
良
か
っ
た
。
そ
う
同
じ
大
学
で
何
年
ぶ

り
か
で
彼
の
姿
を
見
た
。
2
、
3
回
は
見
た
。
い
つ
も
女
の
子

に
囲
ま
れ
て
い
た
。
悪
い
か
と
思
っ
た
の
で
声
も
か
け
な
か
っ

た
が
、
初
め
て
見
た
と
き
は
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
着
て
い
て
相
変
わ
ら
ず
か
っ
こ
い
い
や
つ
だ
っ
た
。

宇ん

余
話

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
父

安
藤
百
福
(
も
も
ふ
く
)

日
清
食
品
創
業
者

1
9
1
0
年
1
2
0
0
7
年

即
席
麺
の
歴
史

1
9
5
8
年
奥
さ
ん
の
天
ぷ
ら
を
ヒ
ン
ト
に
麺
を
油

で
揚
げ
て
乾
燥
さ
せ
る
製
法
を
確
立
し
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
と
し
て
世
に
出
し
た
。
(
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
)

1
9
7
1
年

カ

ッ

プ

ヌ
1
ド
ル
の
誕
生

ア
メ
リ
カ
視
察
の
折
に
、
ス
ー
パ
ー
の
担
当
者
た
ち
が
チ

キ
ン
ラ
ー
メ
ン
を
小
さ
く
割
っ
て
カ
ッ
プ
に
入
れ
、
お
湯

を
注
い
で
フ
ォ
ー
ク
で
食
べ
て
い
る
の
を
見
て
、
カ
ッ
プ

ヌ
ー
ド
ル
を
思
い
付
く
。
こ
こ
か
ら
「
世
界
食
」
に
。
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2
0
0
5
年
宇
宙
食
「
ス
ペ
ー
ス

・
ラ
ム
」
実
現

「
宇
宙
食
を
開
発
し
た
い
」
は
、
百
福
が
抱
い
た
夢
。

無
重
力
状
態
で
食
べ
る
た
め
の
様
々
な
工
夫
が
加
え
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
礎
は
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
同
様
の
瞬

間
油
熱
乾
燥
法
で
あ
っ
た
。



逸
話

戦
前
の
一
時
期
、
安
藤
百
福
は
、

山
に
自
宅
が
あ
っ
た
。

吹
田
市
千
里

三
軒
隣
に
若
か
り
し
こ
ろ
の
藤
田
田
が
住
ん
で
い
た
。

藤
田
が
ふ
ら
っ
と
安
藤
の
自
宅
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。

当
時
、
大
阪
で
は
、
安
藤
は
資
産
家
と
し
て
名
が
通
っ
て

い
た
。
若
い
藤
田
が
先
輩
企
業
家
で
あ
る
安
藤
に
経
営
相

談
に
で
も
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
話
し
た
内
容
は
記
憶
に
な

い
。
そ
れ
か
ら
2
5
年
以
上
た
っ
て
、

1
9
7
1
(
昭
和

4
6
)
年
、
藤
田
は
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
を
創
業
し
、
銀

座
三
越
に
一
号
応
を
開
く
。
同
じ
年
、
安
藤
は
カ
ッ
プ
ヌ

ー
ド
ル
を
開
発
し
、
銀
座
歩
行
者
天
国
だ
っ
た
三
越
前
で

試
食
販
売
を
す
る
。
奇
し
く
も
、
戦
後
日
本
を
代
表
す
る

こ
つ
の
フ
ア
ス
ト
ア
ー
ド
が
銀
座
で
出
合
い
、
ス
タ
ー
ト

し
た
。
不
思
議
な
運
命
の
糸
を
感
じ
さ
せ
る
逸
話
で
あ
る
。

筒
井
之
隆
氏
が
編
纂
し
た
「
転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
る

な
!
定
本
・
安
藤
百
福
」
よ
り
、
氏
の
許
可
を
得
て
、
引
用
。

っ
た
。

1
9
4
0
年
代
清
国
人
(
華
僑
)
が
、
横
浜
中
華
街
を

造
り
中
国
か
ら
柳
麺
を
伝
え
、
こ
れ
が
ラ
ー
メ
ン
の
始
ま

り
と
い
う
横
浜
中
華
街
が
発
祥
の
地
と
い
う
説
、
が
あ
る
。

宋
の
時
代
に
書
か
れ
た
居
家
(
き
よ
か
)
必
用
事
類
全
集

(
家
庭
百
科
事
典
の
よ
う
な
も
の
)
を
、
室
町
時
代
の
五
山

文
学
の
盛
ん
な
こ
ろ
に
、
禅
僧
が
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
。

こ
の
居
家
必
用
事
の
中
に
六
種
類
の
麺
の
料
理
の
レ
シ

ピ
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
か
ん
水
を
使
用
し
た
麺
を
造
っ

て
い
た
と
あ
る
。

う
ど
ん
と
ラ
ー
メ
ン
の
決
定
的
な
違
い
は
、

小
麦
粉
に
か

ん
水
を
用
い
て
麺
を
造
る
こ
と
で
あ
る
。
か
ん
水
を
入
れ

る
と
、
麺
は
黄
色
み
を
お
び
て
ち
じ
れ
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
日
本
国
内
で
ラ
ー
メ
ン
を
食
し
た
の
は
、
室
町
時
代

が
最
初
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
五
百
年
の
歳
月
を
経

て
、
い
ま
日
本
ラ
ー
メ
ン
が
全
盛
期
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、

か
ん
水
を
入
れ
た
麺
は
、
作
り
に
く
く
機
械
で
練
り
、
機

械
で
切
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、
中
華
料

理
と
共
に
食
さ
れ
る
う
ち
に
、
出
汁
や
麺
に
特
徴
を
持
た

せ
、
ご
当
地
色
や
特
徴
を
だ
し
た
ラ
ー
メ
ン
が
全
盛
期
を

余
談

日
本
ラ
ー
メ
ン
の
始
ま
り

ラ
ー
メ
ン
の
語
源

一
.
中
国
西
北
部
に
位
置
す
る
蘭
州
の
麺
の

一
種

ー
ミ
エ
ン
ご
に
由
来
す
る
説

ニ
.
老
麺
(
ラ
オ
ミ
エ
ン
)
に
由
来
す
る
説
で
、

一
部
の
辞
典

は
ラ
ー
メ
ン
の
項
目
で
「
位
麺
」
と
と
も
に
「
老
麺
」
と

い
う
漢
字
表
記
も
採
用
し
て
い
る
。

三
.
1
9
2
2
年
、
北
海
道
札
幌
市
に
開
庖
し
た
「
竹
屋
」
と

い
う
食
堂
が
由
来
と
い
う
説
で
、
庖
主
の
妻
が
厨
房
の
中

国
料
理
人
が
大
声
で
「
好
了
(
ハ
オ
ラ
ー
ご
と
告
げ
る

ア
ク
セ
ン
ト
が
気
に
入
っ
て
印
象
に
残
り
、
「
ラ
ー
メ
ン
」

に
し
た
と
い
う
。

「
位
麺
(
ラ
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ラ
ー
メ
ン
の
発
祥
地

一
.
1
6
9
7
年
水
戸
黄
門
は
、
西
山
荘
を
訪
れ
た
僧
や
家

臣
ら
に
中
華
麺
を
振
舞
わ
れ
た
と
の
記
録
が
あ
る
。

ニ
.
1
9
1
0
年
東
京
浅
草
の
尾
崎
貫
一
が
横
浜
中
華
街
料

理
人

1
2
名
を
雇
っ
て
中
華
料
理
庖
「
来
々
軒
」
を
閑
居

し
、
大
人
気
と
な
っ
た
。
そ
の
主
力
メ
ニ
ュ
ー
は
、
当
時

は
南
京
そ
ば

・
支
那
そ
ば
な
ど
と
呼
ば
れ
た
ラ
ー
メ
ン
だ

迎
え
た
と
い
う
。

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

ク
イ
ズ

の
答
え

① 

ィ
.
2
位

ち

な

み

に

1
位
は
康
師
俸
を
傘
下
に
持
つ
台

湾
系
の
頂
新
国
際
集
団
で

2
0
1
3
年
に
抜
か
れ
た
。

② 

ゥ
.
1
千
億
食
を
超
え
、
新
興
国
を
中
心
に
伸
び
、

1
0

年
後
に
は

1
3
0
0
億
1
1
4
0
0
億
食
に
な
る
見
通

し
を
立
て
て
い
る
。
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③ 

イ
.
カ
2
プ
ヌ
1
ド
ル
は
既
に
世
界
8

0
か
国
で
販
売
さ

れ
て
い
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
の
認
知
度
も
高
ま

る
。
日
清
か
ら
世
界
の
「
N
I
S
S
I
N
」
へ

。

④ 

ア
.
フ
オ

l
一
ベ

ト

ナ

ム

イ

.
パ
ス
タ

一
イ
タ
リ
ア

ゥ
.
ラ
ク
サ
一
マ
レ
ー
シ
ア
エ
.
ミ

l
ゴ
レ
ン
一
イ

ン

ド

ネ

シ

ア

オ

.

パ

l
ミ
ン
ナ
ム
一
タ
イ

ヵ
.
メ
ン
ミ
ヨ
ン
(
冷
麺
)
一
韓
国
キ
.
ラ
グ
マ
ン
一

カ
ザ
フ
ス
タ
ン


